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事業所工賃向上計画（令和６年度～令和８年度）

作成日：令和 6年 4月24日

１．事業所の概要

Man to Man Passo 株式会社

代表取締役　田中　正次

吉田　俊一

　就労継続支援B型事業所

パッソ工房

事業所
所在地等

〒500-8842

岐阜県岐阜市金町6－21　岐阜ステーションビル7階

058-215-5578

passo@mmg.jp 宇野　美穂

法人本部

〒456-0031

愛知県名古屋市熱田区神宮三丁目7番26号

052－678-2711 052－678-3399

豊田　聖

現員数
（令和６年４月）

18 30

passo@mmg.jp

【令和６年４月１６日修正】

岐阜駅（JR・名鉄）より、徒歩約8分に位置し、ビルの隣にはコンビニ（ファミリーマートがあり
ます。作業としては、パソコンを使った入力作業からねじの検品などの軽作業まで、それぞ
れの特性に合った作業をしていただくことができます。月に１～２日程度、休日の余暇活動
として作業以外のレクリエーション活動も行っています。

データ入力
ねじの梱包作業
ケア帽子の製作
PCのセットアップ作業
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２．目標工賃月額の設定

【実績額と目標工賃月額】

　各年度の目標工賃額は前年度の額以上としてください。

年間売上高（①）

工賃支払総額（②）

年間述べ利用者数（a）※1

年間開所日数（b）

開所日１日当たりの平均
利用者数（③）（a/b）※2

年間開所月数（④）

平均工賃月額
（②/③/④）※3

※1　各日の利用者数の総数を入力してください。

※2　小数点第2位以下は四捨五入してください。

※3　円未満は四捨五入してください。

これまでの目標工賃の
達成状況に対する評

価・課題・分析

工賃向上の取組方針

令和６年度から３か年の具体的な取組方針（年度別）

令和６年度

令和７年度

令和８年度

12月 12月 12月 12月

3,500,000円

5,000人

18.4人

272日

16.7人

３．工賃向上に向けた取組方針

新規請負先の開拓と、通所者の作業スキルアップ指導

障害特性を踏まえ、通所者に合わせた指導を行い、作業品質の向上と生産性の向上に繋
げる。

（評価）請負先企業からの安定した作業が確保出来はじめていることから、工賃も徐々にで
はあるが向上傾向にある。
（課題）作業スキルが向上した利用者については、一般就労に導く指導を行っているため、
常に新しい利用者の教育指導が必要となる。
（分析）新たな利用者については、生活リズムが安定していない方が多い傾向がある。　そ
のため安定した通所を促すことからはじまる。

通所者スキルアップを指導を行い、作業品質の向上と生産性の向上に繋げる。

通所者スキルアップを指導を行い、作業品質の向上と生産性の向上に繋げる。

3,160,000円 4,000,000円

272日

令和５年度

実績額

2,725,000円

4,535人

3,500,000円

3,000,000円

4,900人

272日

4,000,000円

18.4人

15,851円13,598円 15,851円

18.0人

13,889円

3,500,000円

5,000人

272日

目標工賃額

令和６年度 令和７年度 令和８年度

水色のセルは自動計算になっています。

入力しないでください。



作業の区分

具体的作業名

作業内容、特徴

年間売上額 円 名

現状分析
・

課題

課題を踏まえた
目標・方針

【関係資料】

・施設のパンフレット・自主製品の紹介資料
・工賃向上計画の内容を説明する補足資料（収支決算書等、必要に応じて添付）

作業を細かく分けて障害特性に合わせた作業分業をしている。
利用者のモチベーションを維持するため、常に声がけし納期を意識させ、納期設定に合わ
せた作業分担を行っている。

個々の特性に合わせた作業の配置を行い、治具を活用して生産性の向上を図る。

令和６年度到達目標

令和８年度到達目標

作業の見える化を進め、品質向上と生産性の向上を目指す。

目標達成に向けた
方針・具体的取組

４．主要作業の現状と今後の取組

下請け

ねじの梱包

850,000
従事する利用者

数

利用者のスキルアップを図る。

令和７年度到達目標

新しい作業に取り組むことで、利用者自身のできることを増やす。

10

（作業内容）
ねじ製品の組立て、検品、梱包。
（特徴）
毎回違う形状のねじに対し、流れ作業によるチーム生産、個別作業の生産に利用者を振り
分け、納期を意識付けして作業の効率性向上を目指している。


